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態につ大学生の食生活の実 い =こ

磯部 由 香 ・重松 良 祐

Study on the dietary life of university students

Yuka lsoBE and Ryosuke SHIGEMATSU

大学生に対する効果的な食教育を実施するために食生活の実態を調査し、課題を明らかにした。食行動とし

ては、朝食の欠食率は約 1割で、自炊しない者が約半数だった。「栄養バランス」に配慮している者は比較的

多かったが、「和食中心の食生活」や 「肉と魚のバランス」に配慮している者は少なかった。摂取食物では、

ごはんを毎日食べない者や野菜、魚、豆 ・豆製品、牛乳 ・乳製品の摂取頻度の低い者が多かった。食生活の知

識や技術が十分にあると自己評価した者は 1割に満たず、食スキルを有している者は約半数であった。食生活

と学生生活との関連について検討した結果、健康状態、健康行動、セルフエフィカシー、精神健康、学習状況、

生活全般に対する満足度、将来への意識のいずれも、食生活習慣と有意に関連していた。これらのことから、

望ましい食生活習慣の確立が身体的・精神的な健康状態と、充実した大学生活につながると示唆された。

じ
日要

1.は じめに

近年、我が国の食生活は、食の外部化や生活様式の

多様化により、飽食とも言われるほど豊かなものになっ

ている。望みさえすれば何でも食べられるという環境

の中で、栄養素 ・エネルギーの摂取過剰になり、メタ

ボリックシンドロームの増加につながっている
1)。一

方、健康に対する認識の低さから、栄養素 ・エネルギー

の摂取不足という逆の問題も生じ、やせの傾向や骨粗

しょう症、貧血などの疾病と大きく関連するようになっ

ている。

食生活が原因と考えられる種々の疾病や問題現象が

増加 しており、生活の質 (QOL)を 向上させるため

には、食生活の改善が必須であると言える。
一例とし

て肥満者の推移および朝食欠食率の推移を年代別にみ

てみると、20代 および 30代 の食生活が乱れ、健康状

態に問題があり、特に男性においてこの傾向は顕著で

ある"。小 ・中学校および高等学校において、給食指

導、家庭科、保健体育などを通して食に関する指導は

行われており、社会に出るまでに食に関する知識や技

術はある程度習得していると考えられるが、実践には

いたっていないことが、この結果から伺える。このこ

とから、大学生に対して実践を促し、定着させるため

の食教育が引き続いて必要であると思われる。

高校生までは家庭での生活を家族とともに過ごすが、

大学生になると家族と離れて生活する、あるいは家族

と同居していても生活の大部分を自分で管理するよう

になってくる。このような状況は、望ましい食習慣を

自ら実践することを学ぶ、非常に有効な機会であると

考えられる。そこで、大学生が望ましい食生活を送ら

れるようになる効果的な食育を行うために、学生生活

の実態調査を行い、課題を明らかにする。

また、大学生では自己管理能力が
一層必要になるこ

とから、生活習慣を自分で適切にコントロールできな

い場合、学業や就職活動などに重大な影響が及ぶと思

われることから、食生活と学生生活との関連について

も併せて検討した。

方法

二重大学の学部生および大学院生を調査対象とした。

対象者の概要は表 1に示すとおりである。調査時期は

平成 17年 4月 12日 (火)～ 22日 (金)で ある。1年

生は4月 上旬の入学時のガイダンス時に調査用紙を配

布し、2年 生以上は当該期間中に調査書を配布し、回

収箱にて回収を行った。

設問項目は 25項 目 (付録)か らなり、そのうち、

食に関する問いは間 8～16である。この調査項目は、

若年勤労者を対象にした食教育に関する武見ら
のの報

告を参考に、食行動、食物摂取行動、食生活の知識と
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